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安全運行のオアシス トラックステーション
全国30か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国30か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 酒　田 山形県酒田市宮海字新林 572-15　 0234-33-1770 14

❼ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❽ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❾ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

� 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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労災ひとくちメモ

⑨労災を防ぐために
「安全活動」に取り組みましょう②
〜「KY活動」とは、潜んでいる危険を見つけること〜

　「ついウッカリ・ボンヤリする」、「近道をしたり作
業の省略をするなど横着をする」。このような人の行
動特性が、誤った動作などの不安全な行動（ヒュー
マンエラー）をもたらし、事故や災害の原因となり
ます。

　こうした事故や災害を防止するためには、社員全
員で「KY 活動」（K ＝危険、Y ＝予知）を行うこと
が大切です。

　仕事を始める前に、どんな危険が潜んでいるか、「こ
れは危ない」という危険な箇所について確認し合い
ましょう。

　そして、対策を決め、行動目標や指差し呼称項目
を設定し、一人ひとりが「指差し呼称」で安全を先
取りしながら業務を進めるようにしましょう。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜駐停車編〜
 【解 答】２面に問題
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❶ ×（法第44条第1号）トンネルは駐停車
禁止であり、車両通行帯がある場合を除くと
いう例外規定はない。
❷ ○（法第2条第1項第18号）駐車とは、車
両等が客待ち、荷待ち、貨物の積卸し、故
障その他の理由により継続的に停止するこ
とをいうが、貨物の積卸しのための停止で
5分を超えない時間内のものは除かれてい
る。 
❸ ○（法第45条第1項第1号）道路に接する
自動車用の出入口から3メートル以内の部
分は駐車は禁止されているが、停車は禁止
されていない。

❹ ○（法第45条第2項）貨物の積卸しを行
なう場合で運転者がその車両を離れないと
きや運転者がその車両を離れたが直ちに
運転に従事することができる状態にあると
きは、車の右側に3.5メートル以上の余地が
なくなる場所でも駐車できる。
❺ ×（保管場所法第11条第2項）政令で定
める特別の用務を遂行するため必要がある
場合その他政令で定める場合を除いて、自
動車は、昼間は12時間以上、夜間は8時間
以上、同じ場所に引き続き駐車をしてはなら
ない。

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00

5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食　堂 平常通り営業

苫 小 牧 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食　堂 平常通り営業

青 森 4月28日（金）17:15～5月  1日（月）  8:30
5月  2日（火）17:15～5月  8日（月）  8:30

盛 岡 5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）  8:00 食　堂 5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）  8:00

仙 台 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食　堂
シャワー

4月28日（金）18:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）18:00～5月  6日（土）  8:00
5月  2日（火）16:30～5月  8日（月）  9:00

酒 田 5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30 平常通り営業（※5月7日（日）のみ休業）

白 河 の 関 4月28日（金）17:30～5月  1日（月）  8:30
5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30

休憩室、コインシャワー、
コインランドリー

4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00

茨 城 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 平常通り営業
矢 板 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 5月  2日（火）22:00～5月  8日（月）11:00
大 宮 平常通り運営 平常通り営業
東 神 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00

新 潟 4月28日（金）19:00～5月  8日（月）  8:00
※5月1日（月）、2日（火）は平常通り運営 シャワー 4月28日（金）18:30～5月  8日（月）  8:00

※5月1日（月）、2日（火）は平常通り営業

金 沢 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食堂・売店
浴室・宿泊

5月  2日（火）14:00～5月  8日（月）  6:00
5月  2日（火）10:00～5月  8日（月）12:00

安 城 4月28日（金）17:00～5月  8日（月）  9:00 4月29日（土）20:30～4月30日（日）10:00
5月  6日（土）20:30～5月  7日（日）10:00

名 古 屋 4月28日（金）20:00～5月  8日（月）  8:00
食　堂
宿　泊
入　浴

4月28日（金）14:30～5月  8日（月）  7:00
4月29日（土）10:00～5月  8日（月）10:00
4月29日（土）  9:00～5月  8日（月）10:00

亀 山 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
食　堂
売　店

浴室・宿泊

5月  2日（火）14:00～5月  8日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）10:00

彦 根 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食堂・浴室・宿泊 4月28日（金）21:00～5月  1日（月）  8:00

5月  2日（火）21:00～5月  8日（月）  8:00
大 阪 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）
奈 良  ・ 針 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
岡 山 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00

尾 道 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00

シャワー、トイレ、
洗濯機

コンビニエンスストア

5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00

平常通り営業（24時間営業）

三 次 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  7:00

食　堂

シャワー

4月28日（金）16:00～5月  1日（月）  7:00
5月  2日（火）16:00～5月  8日（月）  7:00
4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  7:00

徳 島 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
食　堂

シャワー、ランドリー、
休憩室

5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）11:00

5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）  9:00

北 九 州 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 シャワー、ランドリー 平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食堂・浴室
○短縮営業

5月3日（水）～5月7日（日）10:00～22：00
（オーダーストップ 21：30）

諫 早 5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）10:00
食　堂
宿　泊
浴　室

5月  2日（火）14:30～5月  8日（月）10:00
5月  2日（火）10:00～5月  8日（月）15:00
5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）10:00

大 分 4月28日（金）21:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）21:00～5月  8日（月）  8:00

4月28日（金）21:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）21:00～5月  8日（月）  8:00

宮 崎 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 休憩室、シャワー 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
鹿 児 島 5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30 コインシャワー 5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30

TS名 給油所
青 森 4月29日（土）18：00～5月 1日（月） 8：00
大 宮 平常通り営業

新 潟 ○短縮営業　
４月29日（土）、30日（日）、5月３日（水）〜５日（金）…8：３０〜17：３０

金 沢
○短縮営業　

４月29日（土）、30日（日）、5月３日（水）〜7日（日）…8：００〜19：００
5月1日（月）、２日（火）…平常通り営業

岡 山
5月  6日（土）20：00～５月  8日（月）  7：00

○短縮営業　
5月2日（火）〜5日（金）…8：００〜18：００

TS名 給油所
尾 道 平常通り営業

三 次 4月29日（土）18：00～5月  1日（月） 7：00
5月  2日（火）20：00～5月  6日（土） 7：00

北 九 州 平常通り営業
大 分 休業中

TS G W 休 業 案 内トラックステーション

（公財）貨物自動車運送事業振興センター（平成29年4月13日現在）（ゴールデンウイーク）

▷�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しまし
た。お持ちの携帯電話のバーコードリーダーを右の QR
コードにかざしてください。

※詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。
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数
の
施
設

が
あ
り
︑
土
日
と
も
な
る
と
︑
大
勢

の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
︒
し
か
し
︑

最
近
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
外
国
人
の

数
が
一
段
と
増
え
︑﹁
こ
こ
が
都
民
の

憩
い
の
場
な
の
か
﹂
と
︑
首
を
か
し

げ
る
場
面
が
あ
り
ま
す
︒
▼
公
園
の

中
央
に
あ
る
噴
水
広
場
の
ま
わ
り
で

は
︑
様
々
な
人
と
出
会
い
ま
す
︒
休

日
に
は
︑
午
前
中
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

す
る
人
と
す
れ
違
い
︑
昼
間
は
大
道

芸
を
す
る
人
︑
コ
ー
ラ
ス
を
す
る

人
︑
車
座
に
な
り
語
り
合
う
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
集
い
ま
す
が
︑夜
の
帳
（
と

ば
り
）
が
お
り
る
と
様
相
が
一
変
し

ま
す
︒
▼
ア
ベ
ッ
ク
が
増
え
て
︑
22

時
を
過
ぎ
る
と
︑
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
弁
当
を
配
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現

れ
て
︑
公
園
近
く
の
飲
食
店
な
ど
か

ら
好
意
で
提
供
さ
れ
た
弁
当
を
配
り

始
め
ま
す
︒
見
る
と
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
鳴
ら
す
鈴
の
音
に
気
付
い
た
ホ

ー
ム
レ
ス
の
人
達
が
木
々
の
中
か
ら

大
勢
集
ま
っ
て
来
る
と
い
う
︑
び
っ

く
り
す
る
光
景
に
遭
遇
し
ま
し
た
︒

▼
今
年
は
︑
桜
の
満
開
が
例
年
と
比

べ
て
１
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
よ
う

で
す
︒
夜
桜
を
見
て
乾
杯
す
る
た

め
︑
新
入
社
員
ら
し
き
人
が
夕
方
ま

で
場
所
の
確
保
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
︒
し
か
し
︑
隅
田
川
の
河
畔
に
目

を
凝
ら
し
て
見
る
と
︑
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
に
鎮
座
し
て
い
る
の
は
ど
う
見
て

も
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
達
︒
仄
聞
（
そ

く
ぶ
ん
）
す
る
と
︑
５
千
円
で
場
所

の
確
保
を
請
け
負
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
︒
臨
時
収
入
と
い
う
訳
で

す
︒
満
開
の
桜
に
喜
ぶ
︑
意
外
な
人

達
を
発
見
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
▼

西
郷
隆
盛
の
銅
像
に
近
い
階
段
の
両

脇
に
は
︑
似
顔
絵
を
描
い
て
い
る
オ

ジ
さ
ん
が
い
ま
す
︒
依
頼
主
の
特
徴

を
見
事
に
と
ら
え
な
が
ら
デ
フ
ォ
ル

メ
化
さ
れ
た
似
顔
絵
に
は
不
思
議
な

魅
力
が
あ
り
ま
す
︒
▼
東
京
国
立
博

物
館
を
正
面
に
見
て
左
側
を
進
む
と

﹁
谷
中
霊
園
﹂
に
行
き
着
き
ま
す
︒

約
10
万
平
方
㍍
の
広
大
な
敷
地
の
中

に
︑
約
７
千
基
の
墓
石
が
な
ら
び
︑

盛
夏
で
も
ひ
ん
や
り
感
が
あ
り
ま

す
︒
横
山
大
観
や
渋
沢
栄
一
も
こ
こ

に
眠
っ
て
い
ま
す
︒
谷
中
霊
園
に
も

立
派
な
桜
の
並
木
が
あ
り
︑
日
中
は

満
開
の
桜
の
下
に
観
光
客
が
列
を
な

し
ま
す
︒
そ
れ
が
暗
闇
に
変
わ
る
頃

に
︑
何
と
墓
石
の
前
で
乾
杯
し
て
い

る
不
届
き
な
連
中
が
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
︒
さ
ぞ
か
し
墓
石
の
下
で

永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
先
達
は
︑
ほ

ぞ
を
か
み
苦
笑
い
を
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
︒
も
し
か
し
た
ら
︑
１
年

に
１
回
の
無
礼
講
と
い
う
こ
と
で
︑

墓
石
の
主
人
も
楽
し
ん
で
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
ね
︒
▼
散
り
際
の
見
事

さ
か
ら
︑
桜
を
愛
し
て
や
ま
な
い
日

本
人
︒
己
の
存
在
感
を
知
り
な
が

ら
︑
平
等
に
花
の
優
し
さ
を
短
期
間

に
知
ら
し
め
散
っ
て
い
く
︒
誰
に
も

真
似
の
出
来
な
い
エ
ン
タ
テ
イ
ナ

ー
︒
桜
の
生
き
様
は
お
見
事
の
一
言

で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・4・15

こ
ち
ら
広
報
室
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トラガールファイル

一つひとつの動作を「指差呼称」で細かく確認！図解【アスファルト原料の荷降ろし】

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげる
このコーナー。第 13 回目は、
「タンクローリードライバー（ア
スファルト輸送）」のお仕事で
す。㈱暁興産（三重県三重
郡）の櫻井千夏さんが登場し
ます。

第１3 回 「タンクローリードライバー（アスファルト輸送）」櫻井 千夏さん（㈱暁興産・三重県）

8:10
　出社。車両点検、アル
コールチェック、点呼を行う。
　点呼の最後には、点呼
執行場に設けられたスペー
スで指差呼称の動作確認
も行う（写真①）。

8:30
　会社を出発（写真②）。

9:00
　荷主先の石油工場へ到
着。アスファルト原料を積
み込む。

9:40
　配送先のアスファルト基地へ。荷降ろしを行う。

10:45
　荷主先の石油工場へ到着。アスファルト原料を積み込む。

11:20
　配送先のアスファルト基地へ。荷降ろしを行う。

12:00
　昼食休憩をとる。

13:00
　午前中と同様、16 :00 頃ま
で荷主⇄配送先間輸送を2
往復行う（3回目、4回目）。

16:30
　帰社。アルコールチェック
（写真③）、日報提出を済ま
せ、運行管理者と翌日の業
務確認を行う（写真④）。

17:00
　退社。

櫻井さんのある１日の仕事の流れ

ダンプ・トレーラ・タンクローリーのドライバーとして数々の資格を取得
育児が一段落、昨春からドライバーに復帰し活躍中 ！

・岐阜県出身。19 歳の頃に街中で見かけた女性トレーラドライバ
ーの姿に憧れ、21 歳になると同時に大型・けん引免許を取得。
それまではホテルのフロント業務をしていたが、同じくトラックドライ
バーをしていた姉の紹介で、ダンプのドライバーに転身し、重機
関連の免許も取得。その後、重機の免許を活かして、愛知県
名古屋市で重機運搬を行う10トントラックドライバーに転職。そ
の後、鉄のインゴッド（原料）を運ぶトレーラドライバーに転職した。
・結婚後もドライバーを続けていたが、子どもを授かるとともに退職。
子育ても落ち着き、ドライバーに復職しようと思ったのが昨年春
のこと。携帯版求人サイトで暁興産の広告を見つけ、社風に惹
かれて応募・採用。
・趣味はガーデニングや家庭菜園で、17 歳と15 歳の 2 人の息
子のお母さん。先日あった息子さんの卒業式には、お休みをも
らって出席した。「働き方を考慮し、子どもの行事も優先させて
くださるので、本当にありがたいです」。

 担当業務：アスファルト輸送
 勤続年数： １年
 取得資格：�大型自動車免許、けん引免許、

車両系建設機械運転技能講習
・丙種危険物取扱者・フォーク
リフト運転技能講習修了

櫻井さんはこんな人！
　アスファルトを輸送するローリー車に乗務する女性ドライ
バーは、全国的にも少ないと思いますが、櫻井さんは、ア
スファルトの転送というお仕事を、高い精度をもって丁寧に
やってくれています。仕事が丁寧な櫻井さんが毎日来てくれ
るということで、荷主さんにも喜んでいただいているので、
会社としても非常に助かっています。櫻井さんという女性ド
ライバーが在籍しているということが、弊社にとって間違い
なくプラスに作用していると思います。
� （営業部 伊藤公一さん）

1フェイスガード付きヘルメットと安全帯
ベストを着用し、手には軍手を装着。

ローリー車を輪止めしたあと、積載物（アス
ファルト原料）の品名・数量を確認する。タ
ンクの残量メーターを確認したところで荷降
ろし開始。

2 軍手から、オイルや熱に強い特殊な手
袋に着け替える。ローリー車の左側部

に格納してあるホースを取り外す。

3ホースをタンクに連結させてから、レ
ンチなどを使ってタンク側のバルブを

開ける。

4 ハシゴを使ってローリー車の上に登り、
マンホールおよびバルブを開ける。ロ

ーリー車から降りてポンプレバーを引き、タン
クへ向けてアスファルト原料を流し込む。流
し込みの所要時間は約 30 分。

5 積載物を全てタンクの中に移し終わっ
たら、バルブを閉める。アスファルトは

常温で固まってしまうため、ホースや配管の
中に残ったアスファルトが固まらないよう、ホ
ースに圧力をかけ、エアーできれいに掃除す
る。

6 掃除が完了したら、ホースを取り外し
て格納する。最後に、タンクのメータ

ーをチェックして作業終了。

（
１
回
目
）

（
２
回
目
）

櫻井さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に 1日密着させていただきました。

伊藤 康彦
代表取締役社長

株式会社暁興産
［代表取締役社長　伊藤康彦］

本社所在地	 三重県三重郡川越町当新田 623
資本金	 6,200 万円
設立	 昭和 46 年
従業員数	 102人（ドライバー65人、うち女性１人）
車両数	 70 台

女性雇用により社内環境のレベルが向上
トラガール第１号を「新しい働き方のモデル」に

伊藤社長に
訊く！

　弊社の経営目的のひとつに、「社員の生活と心の幸福を実現するため、顧客と社会
の進歩・発展に貢献する」ということがあります。会社が存在する目的は、社員がまず、
物質的にも、心の面でも幸せになれるということであり、そのための会社であるべきだと
いうことです。こうした理念によってか、ドライバーの定着率が高いのも弊社の特長です。
　櫻井は、弊社の女性ドライバー第 1号として、「家庭との両立が可能で、身体的負
担の少ないフルタイム勤務」という、弊社における新しい働き方のモデルを確立してくれています。そ
の丁寧な仕事ぶりから、取引先の方にも「ずっと櫻井さんに来てほしい」と言われるほどです。
　また、櫻井の入社によって、周囲の男性ドラ
イバーが以前よりしゃんとしたように思います。「女
性ドライバーがいられる会社」になることで、社
内環境の基準がぐんと上がったことを目に見えて
感じますし、会社としてのレベルを上げるために

も女性雇用は必要です。これからは、ロッカールームなどのハード面でも、女性
が活躍しやすい職場づくりを充実させながら、今後も女性採用を積極的に行っ
ていきたいと考えています。

櫻
さ く ら い

井 千
ち な つ

夏さん

②

① ③

④

★作業効率と安全性を高める自社工場でのカスタマイズ
　同社の工場では、車両の点検・整
備のみならず、4 年ほど前からタンク
内部の配管作業や、タンク・バルブ
の部品製造も行う。アスファルトロー
リーを熟知した元ドライバーもスタッフ
として活躍。社内のドライバー一人ひとりの要望に応え、ハ
シゴの角度を変えたり、配管を改造したりと、同社内でしか
行えない、作業効率アップのための細やかなカスタマイズを
施している。タンクの内部構造の造作においては特許も取得
するなど、工場スタッフが車両の安全性を支えている。

★櫻井さんにも専用のホースを製作 ！
　アスファルト輸送を始めた当初、ホ
ースを少し重たく感じていた櫻井さ
ん。そんな櫻井さんを見て、指導担
当の先輩ドライバーが工場スタッフに
進言し、櫻井さん向けにホース周りを
改良した。まず、持ちやすいよう、ホースをひとまわり細くて
軽いものに変更。さらに、ホースの安定感を考慮して、ホー
スの手前に円筒状の金属を装着し、その先にホースを取り付
ける構造にし、操作性を向上させた。このホースは「櫻井さ
んが少しでも作業をしやすいように」という工夫の賜物だ。

★事故防止のため生み出した発明品の数々
　工場では、数々の「発明」も行わ
れている。車両や輸送現場に合わせた
オリジナルの安全装備を自社で考案・
製作。ローリー車は、車両の上に登っ
ての作業が必要となるため、高所作業
での安定性を高めるための装置「ベル
ブロックスタンド（BBS）」（❶）や、
転落防止のための折り畳み式「電動柵」
（❷）を開発。また、非常に高温（160
～ 180℃）であるアスファルトの荷物
特性を踏まえ、地震や衝撃をジャイロセ
ンサーで感知してアスファルト加熱装置
を制御する「G ブレーカー」（❸）も
開発し、製品の品質と安全を確保している。

★ヒューマンエラーを防ぐ指差呼称
　同社では、指差呼称の徹底を呼び
かけるため、全ドライバー一人ひとり
が指差しポーズをとった写真をボード
に掲出。指差呼称のためのスペース
を設け、出発前点呼の締めくくりには必ず指差呼称の動作確
認を行うなど、「安全の基本」として徹底している。

close-up! 装備で・動作で……安全に万全を期す暁興産の取り組み！



▪ 事故件数
・H27 年 1 ～ 12 月の死亡事故件数と比較すると△ 50 件となっている。
・営業用トラック 1,245,603 台（平成 28 年 3 月現在、トレーラ及び軽自動車を除く）に
　対する１万台当たり死亡事故件数は「2.1」となり、平成 27 年の「2.5」（平成 26 年は「2.7」）
　に対して 0.4 ポイントの減少となる。
・プラン２００９の目標である「2.0」達成のためには、更なる事故防止対策が急務である。

▪ 事故類型別
　

・H28 年 1 ～ 12 月の傾向をみると、「車両相互」が最も多く140 件（54.3％）と半数以
上を占めている。

・次いで、「人対車両」89 件（34.5％）、「車両単独」29 件（11.2％）と続いている。

交通事故統計分析結果〔発生地別〕（概要）全ト協

その他追突：駐・停車中追突：進行中

89件
（34.5％）

死亡事故件数
258件

（平成28年1～12月）

140件
（54.3％）

29件
（11.2％）

車両相互

その他追突：駐・停車中追突：進行中

車両相互
140件

22件
（15.7％）

22件
（15.7％）

追突 44件
（31.4％）

96件
（68.6％）

（件）

人対車両車両単独
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27年 30888 67 64 89
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１～３月

（件）
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93 83 69 85平成26年 330

▪ 発生地別
・H27 年 1 ～ 12 月の発生地
　別死亡事故件数と比較する
　と、「北海道」、「福岡県」　
　が最も多く＋ 6 件となって
　いる。
　次いで、「埼玉県」、「愛知県」
　がそれぞれ＋5件、「千葉県」
　が＋ 4 件、「福井県」及び「三
　重県」がそれぞれ＋ 3 件と
　なっている。
・一方、「大阪府」が最も少
　なくなっており、△ 12 件
　となっている。
　次いで、「東京都」、「静岡県」がそれぞれ△ 9 件、「神奈川県」が△ 6 件、「茨城県」が△ 5 件となっている。
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▪ 交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）
・事業用トラックが第１当事者となる交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（62                        
　件 ) は、追突事故（44 件）の 1.4 倍。
・左折死亡事故は、８割以上が大型車であり、対自転車（19 件）が対歩行者（７件）の　
　約３倍。
・右折死亡事故は、９割以上が対歩行者（13 件）。

（１）車両区分の事故類型（人対車両）別
・車両区分の事故類型（人対車両）別にみると、「大型」、「中型」、「普通」のいずれも「横
　断中 その他」が最も多く、それぞれ 13 件（31.7％）、13 件（36.1％）、5 件（41.7％）
　となっている。

（２）車両区分の事故類型（車両相互）別
・車両区分の事故類型（車両相互）別にみると、「大型」では「左折時衝突」が最も多く    
　22 件（24.2％）となっている。
・「中型」では「追突　駐・停車中」が最も多く 11 件（23.9％）となっている。
・「普通」では「出会い頭衝突」が最も多く 2 件（66.7％）となっている。
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左折時衝突事故は全て大型車によるもので、22件中19件（86.4％）が対自転車事故
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（平成28年1～12月） 交差点―対自転車

交差点―その他

追突

交差点―対歩行者

▪ 事故類型別（車両区分）

掲示用

対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第１当事者となった死亡事故。また、　「車両相互」での第 2 当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む。

事業用トラックが第１当事者となった死亡事故平成28年中


